
1-3 西防波堤

1
-
3
L

1
-
3
R

65L

65R

3NO.3

3NO.4

3EP

1-3 西防波堤
L=13.08m

1-4 西防波堤66 護岸

3路
線

消波工

a

p
e

o

67
 物

揚
場65

護
岸

平面図 S=1:100

※標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

港外側

港内側

1-5 西防波堤

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

1-3西防波堤 平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

断面修復工

0
.
6
5

コンクリートはつり
t=10cm



テトラポット

DL=-5.00

FH= 

　L= 55.685

1-3L

GH=  3.79

標準断面図 S=1:50

5.000.15 0.15

5.30

+3.79

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

測
量法

線
港外側 港内側

断面修復工

1-3 西防波堤

M.L.W.L. +0.10

-1.81

-0.51

+0.09

　各種工種の数量に増減が生じることに留意すること。
・概算数量は標準断面×補修延長で算出しているため、実施設計においては

＜留意事項＞

・実施設計の際には、補修範囲を修正する可能性があることに留意すること。

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

1-3西防波堤 標準断面図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

コンクリートはつり

0.65

t=10cm



縦断図 S=1:50

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

+1.59

+3.79

+1.20

67物揚場天端高

1-3 西防波堤
L=13.08m

-0.42

67 物揚場 1-4 西防波堤

1-3 防波堤

M.L.W.L. +0.10

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

1-3西防波堤 縦断図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

断面修復工

1.50

コンクリートはつり

t=10cm



補修図

平面図

S=1:100
1-3 防波堤

KEY PLAN

8400 4700

1-3 防波堤

1310066 護岸 1-4 防波堤

1スパン 2スパン

港外側

港内側

港内側側面図

欠損
1500×600×650

8320 4780
1スパン 2スパン

補修工 数量表

補修

1

損傷名 詳細 対策工法

(1施設当り)

備 考番号

欠損 1500×600×650 写1-7,1-8,1-9
本体工拡幅

（港内側）

凡 例

損傷名

ひびわれ

表示法

【単位:mm】

欠損

その他

断面修復工

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

補修図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）



平面図 S=1:100
1-4 西防波堤

1-3 西防波堤 1-4 西防波堤
L=26.26m

1-5 西防波堤66 護岸

消波工

65
護
岸

1-6 西防波堤

a

p
e

o

港内側

港外側

物揚場延伸

L=3.00m

+1.20

0
.
7
0

残置型枠 L=23.26m

+1.62

67 物揚場

場所打ちコンクリート

※標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

0
.
5
0

+0.60

5.00 5.00 5.00 5.00 3.26

H800×B550×L5000：3段(12個) H800×B550×L3260：3段(3個)



テトラポット

DL=-5.00

FH= 

　L= 75.423

1-4L

GH=  3.82

1:
0.
5

1:0.5

5.400.15 0.15

5.70

+3.82

+1.62

-1.68

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

0.50

下段ブロック
H800×B550

場所打ちコンクリート

差筋D13@1.00m

床掘

0
.
9
0

2
.
4
0

　各種工種の数量に増減が生じることに留意すること。
・概算数量は標準断面×腹付け延長で算出しているため、実施設計においては

＜留意事項＞

・残置型枠の諸元については、暫定のものであるため実施設計の際には

　なお、67物揚場の施工範囲に変更が生じた場合は、腹付け延長を適時変更するものとする。

　メーカーヒアリング等を実施すること。

・本施設で計上する床掘の概算数量は、施工をするにあたり必要最小限の範囲とする。

測
量法

線

埋戻しコンクリート

港外側 港内側

M.L.W.L. +0.10

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

標準断面図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

1-4 西防波堤
標準断面図 S=1:50

0.70

0.20

0
.
4
5

0
.
8
0

0
.
8
0

0
.
8
0

+0.72

-1.68

L=500

差筋D13@1.00m
L=600

中段ブロック

上段ブロック

H800×B550

H800×B550

1.20

水中コンクリート



1-4 西防波堤
縦断図 S=1:50

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

-1.68

+1.62

+3.82

1-4 西防波堤
L=26.26m

1-5 西防波堤1-3 西防波堤

67物揚場天端高

+1.20

67 物揚場(延伸部)

物揚場延伸 L=3.00m

残置型枠 L=23.26m

場所打ちコンクリート

水中コンクリート

+0.72

M.L.W.L. +0.10

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

縦断図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

H800×B550×L5000：3段(12個) H800×B550×L3260：3段(3個)

5.00 5.00 5.00 5.00 3.26



補修図

平面図

S=1:100
1-4 防波堤

KEY PLAN

8000 8800 8800

1-3 防波堤 1-5 防波堤
1-4 防波堤

25600
1スパン 2スパン 3スパン

8000 8800 8800
1スパン 2スパン 3スパン

港外側

港内側

港内側側面図

欠損
700×600×100
ひびわれ
L=8100,B=2.0mm

ひびわれ
L=8100,B=2.0mm

欠損
1800×900×900

欠損
2000×500×50

欠損
400×300×100
欠損
1000×300×100

欠損
1970×300×970

欠損
2000×400×200

欠損
1500×1300×150

補修工 数量表

補修

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

損傷名 詳細 対策工法

(1施設当り)

備 考番号

欠損 700×600×100
本体工拡幅

（港内側）

ひびわれ L=8100,B=2.0mm

ひびわれ L=8100,B=2.0mm 写3-5

欠損 1800×900×900 写3-6,3-7,3-8

欠損 2000×500×50 写2-5

欠損 400×300×100

欠損 1000×300×100

欠損 1970×300×970 写2-6,2-7

欠損 1500×1300×150 写1-6

欠損 2000×400×200

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側） 凡 例

損傷名

ひびわれ

表示法

【単位:mm】

欠損

その他

本体工拡幅

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

補修図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）



1-5 西防波堤
平面図 S=1:100

1-4 西防波堤 1-5 西防波堤
L=23.55m

1-6 西防波堤

消波工

a

p
e

o

1-3 西防波堤

港内側

港外側

0
.
7
0

+1.61

場所打ちコンクリート

※標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

水中コンクリート

0
.
5
0

+0.81

5.00 5.00 5.00 5.00 3.55

H1000×B550×L5000：3段(12個) H1000×B550×L3550：3段(3個)



1-5 西防波堤
縦断図 S=1:50

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

-2.19

+4.21

+1.61

1-4 防波堤 1-6 防波堤1-5 防波堤
L=23.55m

場所打ちコンクリート

水中コンクリート

M.L.W.L. +0.10

+0.81

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

縦断図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

5.00 5.00 5.00 5.00 3.55

H1000×B550×L5000：3段(12個) H1000×B550×L3550：3段(3個)



テトラポット

DL=-5.00

FH= 

　L= 99.061

1-5L

GH=  4.21

6.300.10 0.10

6.50

+4.21

1:
0.
5

+1.61

-2.19

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

0.50

埋戻コンクリート

0.500.70

場所打ちコンクリート

標準断面図 S=1:50
1-5 西防波堤

床掘

M.L.W.L. +0.10

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

標準断面図

S=1:50

　各種工種の数量に増減が生じることに留意すること。
・概算数量は標準断面×腹付範囲延長で算出しているため、実施設計においては

＜留意事項＞

・本施設で計上する床掘の概算数量は、本施設を築造するにあたり必要最小限の範囲とする。

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

・残置型枠の諸元については、暫定のものであるため実施設計の際には
　メーカーヒアリング等を実施すること。

0
.
8
0

0.70

0.20

3
.
0
0

0
.
4
0

0
.
4
0

+0.81

下段ブロック
H1000×B550

差筋D13@1.00m
L=500

差筋D13@1.00m
L=600

中段ブロック

上段ブロック

H1000×B550

H1000×B5500
.
7
5

0
.
7
5

0
.
7
5

1.20水中コンクリート



補修図

平面図

S=1:100
1-5 防波堤

KEY PLAN

10000 10000 3500

1-5 防波堤

23500
1スパン 2スパン 3スパン

1-4 防波堤 1-6 防波堤

港外側

港内側

10000 10000 3500

港内側側面図

欠損
2000×300×150

欠損
2500×600×150

欠損
2000×300×150

欠損 写1-6
1500×1500×900

ひびわれ 写1-5
L=1500,B=1.5mm

欠損 写1-7,1-8
1300×150×350 欠損 写2-8

1000×200×200
欠損
500×150×100 欠損 写2-9,2-10

1600×200×250

欠損 写3-10,3-11
1900×300×230

1スパン 2スパン 3スパン

補修工 数量表

補修

1

2

3

4

5

6

7

8

9

損傷名 詳細 対策工法

(1施設当り)

備 考番号

欠損 1900×300×230 写3-10,3-11

欠損 1600×200×250

欠損 500×150×100

欠損 1000×200×200 写2-8

欠損 2500×600×150

欠損 2000×300×150

欠損 1500×1500×900 写1-6

欠損 1300×150×350 写1-7,1-8

ひびわれ L=1500,B=1.5mm 写1-5

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

凡 例

損傷名

ひびわれ

うき・剥離

段差

ズレ

表示法

【単位:mm】

欠損

開き

その他

本体工拡幅

写2-9,2-10

改良工事のプレート

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

補修図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）



1-6 西防波堤
平面図 S=1:100

1-5 西防波堤 1-6 西防波堤
L=24.26m

消波工

a

p
e

o

1-4 西防波堤

港内側

港外側

※標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

10.17 10.63
1スパン 2スパン

+1.64

0
.
7
0

残置型枠 L=10.26m

場所打ちコンクリート

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

水中コンクリート

0
.
5
0

0.95

0
.
1
5

0.15

0
.
7
0

断面修復工

+0.89

5.00 2.63 2.63

H800×B550×L5000：1段(1個)

H800×B550×L2630：1段(2個)

H1000×B550×L5000：3段(3個)

H1000×B550×L2630：3段(6個)



1-6 西防波堤
縦断図 S=1:50

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

1-6 西防波堤
L=20.76m

1-5 西防波堤

+4.29

+1.64

-1.83

10.13 10.63
1スパン 2スパン

残置型枠 L=10.26m

場所打ちコンクリート

水中コンクリート

M.L.W.L. +0.10

+0.89

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

縦断図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

断面修復工

0.95

0
.
2
5

0.15

0
.
2
0

5.00 2.63 2.63

H800×B550×L5000：1段(1個)
H800×B550×L2630：1段(2個)

H1000×B550×L5000：3段(3個)
H1000×B550×L2630：3段(6個)



標準断面図 S=1:50

テトラポット

DL=-5.00

FH= 

　L= 127.372

1-6L

GH=   4.29

6.30

0.70

0.80

7.20

+4.29

+1.64

-2.91

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

0.10

場所打ちコンクリート

1-6 西防波堤

埋戻コンクリート

床掘

+0.89

M.L.W.L. +0.10

　各種工種の数量に増減が生じることに留意すること。
・概算数量は標準断面×腹付範囲延長で算出しているため、実施設計においては

＜留意事項＞

・残置型枠の諸元については、暫定のものであるため実施設計の際には
　メーカーヒアリング等を実施すること。

・本施設で計上する床掘の概算数量は、施工をするにあたり必要最小限の範囲とする。

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

1-6西防波堤 対策断面図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

0.20
0.50

3
.
8
0

0
.
7
5

0
.
3
5

下段ブロック
H1000×B550

中段ブロック

上段ブロック

H1000×B550

H800×B550

中段ブロック
H1000×B550

差筋D13@1.00m
L=500

差筋D13@1.00m
L=600

水中コンクリート

0
.
9
5

0
.
9
5

0
.
9
5

0
.
9
5

1.20



凡 例

損傷名

ひびわれ

うき・剥離

段差

ズレ

表示法

【単位:mm】

欠損

開き

対策範囲

補修図

平面図

S=1:100
1-6 防波堤

KEY PLAN

10000 11500
1スパン 2スパン

港外側側面図

1-5 防波堤

港外側

1150010000

1-6 防波堤

21500
1スパン 2スパン

10500

6
3
0
0

6
3
0
0

8
3
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

8
3
0
0

10000

10500

港内側側面図

欠損
3000×1000×150

欠損
1000×500×150

欠損
700×400×100

欠損
3000×500×100

1000

11500
1スパン 2スパン

2
ス

パ
ン

港内側

補修工 数量表

補修

1

2

3

4

損傷名 詳細 対策工法

(1施設当り)

備 考番号

欠損 700×400×100

欠損 3000×500×100

欠損 3000×1000×150

欠損 1000×500×150

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

本体工拡幅

（港内側）

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

補修図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

欠損

欠損

950×250×150

コンクリートはつり

t=10cm

コンクリートはつり

t=10cm

700×200×150

0.95

0
.
1
5

0.15

0
.
7
0

5 欠損 950×250×150
断面修復工

（港内側）

6 欠損 700×200×150
断面修復工

（先端側）



42 船揚場
平面図 S=1:100

64L

64R

T4H1

T4H5

1
B
P

1
N
O
.
1

2
B
P

2
N
O
.
1

2
N
O
.
2

2
N
O
.
3

2
N
O
.
4

2
N
O
.
5

2
E
P

3BP

3NO.1

3NO.2

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

現
場

打

2路線

2
.
0
0
%

67
 物

揚
場

65
 護

岸

a
p

e
o

港内側

港外側

54 物揚場

3
路
線

床掘・浚渫法線

3
.
0
0

2
.
5
0

0
.
5
0

1
.
5
01.00

42 船揚場
L=50.68m

※標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

工事名

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

2.509@5.00=45.003.37

53.19

52.84

プレキャスト前壁

プレキャスト舗装版①

プレキャスト舗装版②

調整コンクリート



42 船揚場
標準断面図 S=1:50

CO

CO

目地

目地 目地

DL=-5.00

FH= 

　L= 30.000

2NO.3

GH=  1.61

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

計画水深-1.50

2路
線
測
量法線

既
設
船揚

場
法
線

新
設
船
揚
場
法
線

0.50 1.00 0.50

1.00

6.00

2.00

-2.00

基礎砕石

割栗石(1)

t=20cm

5～15cm/個

割栗石(2)
5～15cm/個

4.92

-0.80

プレキャスト前壁

プレキャスト舗装版
t=30cm

調整コンクリート
t=30cm

1:0.5

1:
0.
5

8.53

床掘

床掘
・
浚
渫
境
界

1.50
0
.
7
0

0
.
8
7

既設前壁部分撤去
無筋

掘削

防砂シート(1)

0
.
5
6

0.75

　各種工種の数量に増減が生じることに留意すること。
・概算数量は標準断面×新設船揚場法線延長で算出しているため、実施設計においては

＜留意事項＞

・起終点の構造は、隣接施設の構造形式によって構造が変化することに留意すること。

・本施設は、プレキャストブロックでの施工を想定しているため、現場制約等によりブロックの
　重量に制限が生じる場合は、プレキャストブロック延長を適時見直すこと。

・本施設で計上する床掘の概算数量は、本施設を築造するにあたり必要最小限の範囲とする。

海側 陸側

1:6.0

防砂シート(2)

5.06

16.00

5.08

M.L.W.L. +0.10

2@3.00
=6.00

2.53

2.50 5.92 1.50

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

標準断面図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

0
.
2
0

1.51



54 物揚場
平面図 S=1:100

H=4.551
R7T3H2

T4H4

T4H5
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54 物揚場

消波ブロック

1
:
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.
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塩ビ管
Φ=300

係船柱

42 船揚場
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e
o

港内側

港外側

1路線
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床掘・浚渫境界
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1
.
5
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0
.
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2
.
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2
.
0
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※標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

舗装撤去・復旧

40.00

38.97



54 物揚場

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

計画水深-1.50

縦断図 S=1:100

DL=-10.00
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地 盤 高

追加距離
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54 物揚場 L=40.00m42 船揚場

1
.
2
0

1
.
2
0

1
.
2
0

1
.
2
0

M.L.W.L. +0.10

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

縦断図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

-2.00

+0.60

+1.20

水中コンクリート

上部コンクリート

-2.00

+0.60

+1.20



目地
目地 目地

目地

CO

CO

CO

DL=-5.00

FH= 

　L= 30.000

1NO.3

GH=  2.22

54物揚場 標準断面図 S=1:50

1路
線
測
量
法線

既
設
物
揚場

法
線

新
設
物揚

場
法
線

0.50 1.30 0.50

0.70-2.00

1:0.5

2.30

0.50 2.50

3.00

場所打ちコンクリート

+1.20

+0.60

コンクリート舗装 t=20cm
基礎砕石 t=30cm

裏込石

防砂シート

床掘

埋戻しコンクリート

防舷材 150H×1,000L

床
掘
・
浚
渫
境界

1.50

-1.00

水中コンクリート

1:
0.
5

漏えい防止シート

2.0%

0.68

2.25

0.33 0
.
3
0

2
.
6
0

エプロン打換目地充填

0
.
6
0

海側 陸側

0.50

0
.
5
0

0.50
0
.
5
0

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

計画水深-1.50

M.L.W.L. +0.10

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

標準断面図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

1.90

　各種工種の数量に増減が生じることに留意すること。
・概算数量は標準断面×新設船揚場法線延長で算出しているため、実施設計においては

＜留意事項＞

・起終点の構造は、隣接施設の構造形式によって構造が変化することに留意すること。

・付属工(防舷材、係船柱、車止等)の撤去・流用・残置の判断は実施設計時に行うため
　新設物揚場に設置する付属設備の数量を変更する可能性があることに留意すること。

・本施設で計上する床掘の概算数量は、本施設を築造するにあたり必要最小限の範囲とする。

0
.
2
0

0
.
3
0

防砂シート

基礎砕石



補修図

平面図

S=1:100
54 物揚場

KEY PLAN

海側

陸側

10000 10000 10000 10000

54 物揚場

4000056 護岸 55 護岸

段差
H=150

段差
H=150

ひびわれ
L=5200,B=7.0mm

ひびわれ
L=450,B=7.0mm

ひびわれ
L=400,B=5.0mm

L=2650,B=20.0mm
ひびわれ

ひびわれ
L=4800,B=20.0mm
ひびわれ
L=1400,B=30.0mm

ひびわれ
L=5100,B=30.0mm

欠損
630×400×20

ひびわれ
L=1700,B=2.0mm

ひびわれ
L=850,B=1.2mm

欠損 写1-10
1800×600×30

ひびわれ
L=700,B=5.0mm
ひびわれ
L=2500,B=20.0mm

ひびわれ
L=1300,B=2.0mm
ひびわれ
L=4800,B=20.0mm

ひびわれ
L=2400,B=30.0mm

欠損
850×400×20

欠損
900×450×30

ひびわれ
L=4600,B=10.0mm

段差
H=95
段差
H=125

ひびわれ
L=9700,B=20.0mmひびわれ

L=1700,B=5.0mm

段差
H=70

段差
H=40

段差
H=50

段差
H=50

段差
H=50

段差
H=40

ひびわれ
L=3600,B=30.0mm

段差
H=65

段差
H=65

段差
H=90

段差
H=60

段差
H=60

ひびわれ
L=800,B=5.0mm

ひびわれ
L=550,B=2.0mm

段差
H=80

1スパン 2スパン 3スパン 4スパン

補修工 数量表

補修

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

損傷名 詳細 対策工法

(1施設当り)

備 考番号

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

ひびわれ L=1700,B=5.0mm

ひびわれ L=9700,B=20.0mm

凡 例

損傷名

ひびわれ

うき・剥離

段差

ズレ

表示法

【単位:mm】

欠損

開き

エプロン打換え

欠損
530×300×10

段差 H=150

段差 H=150
エプロン

打換え

エプロン

打換え

エプロン

打換え

エプロン

打換え

段差 H=125

段差 H=95
エプロン

打換え

エプロン

打換え

段差 H=40

段差 H=70
エプロン

打換え

エプロン

打換え

段差 H=50

段差 H=50
エプロン

打換え

エプロン

打換え

段差 H=50
エプロン

打換え

段差 H=40
エプロン

打換え

ひびわれ L=5200,B=7.0mm

ひびわれ L=450,B=7.0mm

エプロン

打換え

エプロン

打換え

ひびわれ L=400,B=5.0mm

ひびわれ L=2650,B=20.0mm

エプロン

打換え

エプロン

打換え

ひびわれ L=4800,B=20.0mm

ひびわれ L=1400,B=30.0mm

エプロン

打換え

エプロン

打換え

ひびわれ L=3600,B=30.0mm
エプロン

打換え

段差 H=65
エプロン

打換え

段差 H=65
エプロン

打換え

段差 H=90
エプロン

打換え

欠損 530×300×10
エプロン

打換え

ひびわれ L=5100,B=30.0mm
エプロン

打換え

欠損 630×400×20
エプロン

打換え

ひびわれ L=1700,B=2.0mm
エプロン

打換え

ひびわれ L=850,B=1.2mm
エプロン

打換え

欠損 1800×600×30
エプロン

打換え

段差 H=80
エプロン

打換え

ひびわれ L=2400,B=30.0mm

エプロン

打換え

ひびわれ L=4800,B=20.0mm
エプロン

打換え

ひびわれ L=1300,B=2.0mm
エプロン

打換え

ひびわれ L=2500,B=20.0mm
エプロン

打換え

ひびわれ L=700,B=5.0mm
エプロン

打換え

段差 H=60
エプロン

打換え

段差 H=60
エプロン

打換え

欠損 850×400×20
エプロン

打換え

欠損 900×450×30
エプロン

打換え

ひびわれ L=4600,B=10.0mm
エプロン

打換え

30 ひびわれ L=550,B=2.0mm

エプロン

打換え

エプロン

打換え
31 ひびわれ L=800,B=5.0mm

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

補修図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

2
8
0
0

5
3
0
0

24500

4
7
0
0

2
2
0
0

600

開き(W=50）

開き(W=170）

補修
損傷名 詳細 対策工法 備 考番号

42 開き W=50 目地充填工

43 開き W=170 目地充填工

6
0
0

14500

目地充填工

目地充填工

⑨⑧⑦⑥⑤④③① ②

⑫①① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

①

⑧⑦⑥⑤④③②①

付帯工番号凡例

係船柱

車止め

防舷材

①

①

①

安全梯子 ①

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

不可

防舷材No 流用可否

不可

不可

不可

不可

不可

不可

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

係船柱No 流用可否

① 不可

安全梯子No 流用可否

不可

不可

不可

不可

不可

不可

不可

不可

不可

不可

不可

不可

不可

不可



67 物揚場
平面図 S=1:100
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67物揚場

消波工

42
船
揚
場
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eo

港内側

港外側

※標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

3路線

67
物
揚
場
(延

伸
部
)
L=14.4m

+1.20
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50

0.
50

3.00

+1.20

コンクリート舗装 t=200
上部コンクリート

コンクリート舗装 t=200

上部コンクリート

8.87

9.37

8.87

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）
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　各種工種の数量に増減が生じることに留意すること。
・概算数量は標準断面×新設船揚場法線延長で算出しているため、実施設計においては

＜留意事項＞

・起終点の構造は、隣接施設の構造形式によって構造が変化することに留意すること。

・付属工(防舷材、係船柱、車止等)の撤去・流用・残置の判断は実施設計時に行うため
　新設物揚場に設置する付属設備の数量を変更する可能性があることに留意すること。

・本施設で計上する床掘の概算数量は、本施設を築造するにあたり必要最小限の範囲とする。
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※標高値はCDL値（T.P.+0.09m）
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X:155850

B=11.0m

B-HIB-1
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R7T3H4

工

波
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工

5.1

波

消

平面図 S=1:500
49航路
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A
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凡 例

: 施工箇所

: 純土量

: 底面余掘

: 砕岩

: 浚渫境界

名 称 規 格 単位 数 量

m2 4.2砕岩

区 分

m2 5.5余堀

m2 4.2純土量

軟岩

軟岩

軟岩

m2 8.8余砕 軟岩

注)標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:500

令和 8年 3月 31日

一般社団法人水産土木建設技術センター

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）
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5
.
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3
6
.2

0



港外側
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消波工

消波工
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Φ300
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U300
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消

平面図 S=1:500
52泊地
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港内側

69道
路

68船揚場

47
船
揚
場

A

A

B

B

8.
00

注)標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:500

令和 8年 3月 31日

一般社団法人水産土木建設技術センター

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

凡 例

: 施工箇所

: 浚渫境界

11.12

8.33

9.11

10.61



52泊地
断面図(1) S=1:100

G

CO

CO

CO

目地

目地 目地

DL=-5.00

L.W.L. ±0.00

H.W.L. +0.60

+1.60

G

CO

CO

CO

as

目地

目地 目地

DL=-5.00

A-A断面

L.W.L. ±0.00

H.W.L. +0.60

+1.60

+1.10

浚
渫
区
分
線

as

B-B断面

68
船
揚
場
測
量
法
線

浚
渫
境
界

計画水深 -1.50

凡 例

: 純土量

: 仮設盛土

: 砕岩

: 浚渫境界

凡 例

: 純土量

: 仮設盛土

: 砕岩

: 浚渫境界

岩盤境界 -0.80

浚
渫
境
界

68
船
揚
場
測
量
法
線

浚
渫
境
界

既
設
護
岸
法
線

計画水深 -1.50

岩盤境界 -0.80

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

横断図(1)

S=1:100

令和 8年 3月 31日

一般社団法人水産土木建設技術センター

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

名 称 規 格 単位 数 量

m2 54.0盛土投入

区 分

m2 19.3砕岩

m2 35.1純土量

軟岩

軟岩

m2 54.0盛土撤去

名 称 規 格 単位 数 量

m2 5.9盛土投入

区 分

m2 6.5砕岩

m2 11.7純土量

軟岩

軟岩

m2 5.9盛土撤去



平面図 S=1:300
69 道路1号
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揚
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港内側

港外側

アスファルト舗装撤去・復旧
A=665.19m2

※標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:300

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）



補修図(1)

平面図

S=1:100
69 道路1号

KEY PLAN

1スパン

港外側

港内側

欠損
7600×4500

ひびわれ
L=3300,B=7.0mm

ひびわれ
L=2500,B=5.0mm

ひびわれ
L=1600,B=2.0mm

欠損
4000×400×50

ひびわれ
L=2900,B=5.0mm

ひびわれ
L=3700,B=8.0mm

ひびわれ
L=3400,B=2.0mm

ひびわれ
L=2800,B=2.0mm

ひびわれ
L=1400,B=2.0mm

ひびわれ
L=1700,B=3.0mm
ひびわれ
L=600,B=2.0mm

ひびわれ
L=2800,B=8.0mm

ひびわれ
L=2500,B=5.0mm

ひびわれ
L=7100,B=8.0mm ひびわれ

L=3200,B=5.0mm

ひびわれ
L=3800,B=10.0mm

ひびわれ
L=1100,B=2.0mm

ひびわれ
L=1200,B=2.0mm

ひびわれ
L=2600,B=3.0mm

欠損
7500×200×60

ひびわれ
L=1100,B=2.0mm

ひびわれ
L=1100,B=2.0mm

ひびわれ
L=1500,B=2.0mm

ひびわれ
L=600,B=1.0mm

ひびわれ
L=4200,B=2.0mm
ひびわれ
L=2500,B=2.0mm

ひびわれ
L=1800,B=2.0mm

ひびわれ
L=2500,B=1.0mm

ひびわれ
L=5200,B=2.0mm

32300

31300
2スパン

A=207.
76m269 道路

ひびわれ
L=4500,B=10.0mm

ひびわれ
L=1300,B=2.0mm

ひびわれ
L=2300,B=4.0mm

ひびわれ
L=3300,B=5.0mm

ひびわれ
L=4100,B=5.0mm

ひびわれ
L=1700,B=2.0mm

ひびわれ
L=2300,B=2.0mm

ひびわれ
L=2600,B=7.0mm

ひびわれ
L=800,B=1.0mm

ひびわれ
L=2300,B=2.0mm

ひびわれ
L=1700,B=2.0mm

ひびわれ
L=1700,B=2.0mm

3スパン

補修工 数量表

補修

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

損傷名

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

詳細

L=2500,B=1.0mm

L=1700,B=2.0mm

L=2300,B=2.0mm

L=800,B=1.0mm

L=2600,B=7.0mm

L=2300,B=2.0mm

L=1700,B=2.0mm

L=4100,B=5.0mm

L=2300,B=4.0mm

L=1300,B=2.0mm

対策工法

(1施設当り)

番号

舗装版

打ち換え
L=5200,B=2.0mm

ひびわれ L=1700,B=2.0mm

凡 例

損傷名

ひびわれ

うき・剥離

表示法

【単位:mm】

欠損

舗装版打換え

その他

L=3300,B=5.0mm

15

16

17 ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

L=1600,B=2.0mm

L=2500,B=5.0mm

18

19

20 ひびわれ

欠損

ひびわれ

7600×4500

L=4200,B=2.0mm

L=4500,B=10.0mmひびわれ

21

22

23 ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

L=1800,B=2.0mm

L=600,B=1.0mm

24

25

ひびわれ

ひびわれ

L=1100,B=2.0mm

L=1100,B=2.0mm

L=3300,B=7.0mm

26

27

28

29

30

35

36

37

38

39

欠損

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

L=1100,B=2.0mm

L=1200,B=2.0mm

L=2600,B=3.0mm

L=3200,B=5.0mm

L=7100,B=8.0mm

L=2500,B=5.0mm

L=1700,B=3.0mm

L=600,B=2.0mm

L=3400,B=2.0mm

L=1400,B=2.0mm

7500×200×600

ひびわれ L=3800,B=10.0mm

L=2800,B=2.0mm

40

41

42 欠損

ひびわれ

ひびわれ

L=3700,B=8.0mm

L=2900,B=5.0mm

L=2800,B=8.0mmひびわれ

4000×400×50

L=2500,B=2.0mm

L=1500,B=2.0mm

31

32

33

34

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

舗装版

打ち換え

9
6
0
0

段差

備 考

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

補修図(1)

上図は1スパンが30ｍ程度とスパン割りをなるように分割しているものであり、
舗装上に目地が設置されている状況ではないことに留意すること。

1000

6100

26200

A=143.6
1m2

A=41.36
m2

55
92

舗装版打替え（表層・上層路盤・下層路盤）
陥没が確認されたため

舗装版打替え（表層・上層路盤）

舗装版打替え（表層・上層路盤）



補修図(2)

平面図

S=1:100
69 道路1号

KEY PLAN

A=141.15m2

港外側

港内側

28500

29000

3スパン

A=59.32m2

4スパン

69 道路

2スパン

5スパン

ひびわれ
L=1800,B=2.0mm

ひびわれ
L=1700,B=10.0mm

ひびわれ
L=700,B=2.0mm

ひびわれ
L=3400,B=5.0mm

ひびわれ
L=3400,B=5.0mm

ひびわれ
L=2000,B=6.0mm

ひびわれ
L=4900,B=1.0mm

ひびわれ
L=1900,B=1.0mm

ひびわれ
L=850,B=3.0mm

ひびわれ
L=700,B=2.5mm

ひびわれ
L=700,B=2.5mm

ひびわれ
L=2100,B=3.0mm

舗装異常、排水変形
10000×600

うき・剥離
900×1900

ひびわれ
L=4900,B=8.0mm

ひびわれ
L=900,B=3.0mm

ひびわれ
L=2400,B=2.0mm

うき・剥離 写3-6
2000×500

ひびわれ
L=2300,B=2.0mm

ひびわれ
L=4300,B=15.0mm

ひびわれ
L=1200,B=2.0mm

ひびわれ
L=2000,B=5.0mm
ひびわれ
L=1100,B=5.0mm

ひびわれ
L=2200,B=15.0mm

ひびわれ
L=3600,B=5.0mm

ひびわれ
L=3800,B=6.0mm

段差
H=10

ひびわれ
L=7200,B=50.0mm

補修工 数量表

補修

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

損傷名

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

うき・剥離

植生繁茂

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

詳細

L=850,B=3.0mm

L=1900,B=1.0mm

L=700,B=2.5mm

L=2100,B=3.0mm

L=700,B=2.5mm

10000×600

900×1900

900×1900

L=4900,B=8.0mm

L=900,B=3.0mm

L=2400,B=2.0mm

対策工法

(1施設当り)

番号

ひびわれ L=4900,B=1.0mm

舗装異常、

排水変形

15

16

うき・剥離 2000×500

17

18

ひびわれ L=3400,B=5.0mm

19

20

ひびわれ L=4300,B=15.0mm

21

22

23

24

ひびわれ L=1100,B=5.0mm

25

26

ひびわれ L=3600,B=5.0mm

27

28

段差 H=10

29

ひびわれ L=700,B=2.0mm

ひびわれ L=1800,B=2.0mm

ひびわれ L=3400,B=5.0mm

ひびわれ L=1200,B=2.0mm

ひびわれ L=2300,B=2.0mm

ひびわれ L=2000,B=5.0mm

ひびわれ L=2200,B=15.0mm

ひびわれ L=3800,B=6.0mm

ひびわれ L=7200,B=50.0mm

ひびわれ L=1700,B=10.0mmL=2000,B=6.0mmひびわれ

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

4
80
0

6800
46
00

6400

40
00

7800

6700

500

500

4-1 A=28.67m2

4-2 A=30.65m2

備 考

凡 例

損傷名

ひびわれ

うき・剥離

表示法

【単位:mm】

欠損

舗装版打換え

その他

段差

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

補修図(2)

舗装版打替え（表層・上層路盤）

舗装版打替え（表層・上層路盤）

舗装版打替え（表層・上層路盤）

上図は1スパンが30ｍ程度とスパン割りをなるように分割しているものであり、
舗装上に目地が設置されている状況ではないことに留意すること。



補修図(3)

平面図

S=1:100
69 道路1号

KEY PLAN

港外側

港内側

37100

69
道
路

4スパン

A=61.99m2

5ス
パ
ン

ひびわれ
L=500,B=2.0mm

ひびわれ
L=4500,B=2.0mm

ひびわれ
L=1100,B=1.5mm

うき・剥離
1200×1800×20

ひびわれ
L=3000,B=1.0mm

ひびわれ
L=5000,B=5.0mm

ひびわれ
L=500,B=2.0mm

ひびわれ
L=2300,B=1.0mm

ひびわれ
L=2600,B=10.0mm

補修工 数量表

補修

1

2

3

4

5

6

7

8

9

損傷名

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

ひびわれ

うき・剥離

ひびわれ

ひびわれ

詳細

L=500,B=2.0mm

L=2300,B=1.0mm

L=4500,B=2.0mm

L=1100,B=1.5mm

1200×1800×20

L=3000,B=1.0mm

L=5000,B=5.0mm

対策工法

(1施設当り)

備 考番号

L=500,B=2.0mm

ひびわれ L=2600,B=10.0mm

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

舗装版

打換え

42
00

2400

2400

38
00

41
00

10100

61
00

3000

40
00

6700

500

500

500

500
5-1

A=
9.49m2

5-2
A=52.50m2

凡 例

損傷名

ひびわれ

うき・剥離

表示法

【単位:mm】

欠損

舗装版打換え

その他

段差

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

補修図(3)

舗装版打替え（表層・上層路盤）

舗装版打替え（表層・上層路盤）

上図は1スパンが30ｍ程度とスパン割りをなるように分割しているものであり、
舗装上に目地が設置されている状況ではないことに留意すること。



標準断面図 S=1:25
69 道路1号

アスファルト舗装

表層アスファルト t=5cm

5
0

S=1:10

注)舗装構成は想定であり、現地に合わせて変更すること。

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

標準断面図

S=1:25

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

As

表層アスファルト t=5cm

0.50 0.50

2.50 2.50

5.00

港外側 港内側

上層路盤 t=10cm

スパン1～5

As

表層アスファルト t=5cm

0.50 0.50

2.50 2.50

5.00

港外側 港内側

上層路盤 t=10cm

下層路盤 t=15cm

スパン1

1
0
0

上層路盤 t=10cm



9 護岸

U3
00

1
6 
船
揚
場

9 護岸

消波工

消波工

As

礫

礫

礫

0.0

0.0

ap
eo

1 東
防
波
堤

1
3
物

揚
場

10
 護

岸

港内側

港外側

平面図 S=1:100

断面修復工(側面部)

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

1.10

0.10

0
.
5
0

1.
05



補修図 S=1:100
9 護岸

平面図

港外側
1スパン

103001 東防波堤
2スパン

10200

3スパン

10200

4スパン

10200

5スパン

10200

6スパン

9492

全景 写5-1 全景 写6-1

欠損
550×1500×100

欠損
1100×1500×500

港内側

港外側側面図

1スパン

103001 東防波堤
2スパン

10200

3スパン

10200

4スパン

10200

5スパン

10200

6スパン

9492

補修工 数量表

補修
損傷名 詳細 対策工法

(1施設当り)

備 考番号

欠損 550×1500×1001

欠損 1100×1500×5002

断面修復工

断面修復工

KEY PLAN

港内側側面図

凡 例

損傷名

ひびわれ

うき・剥離

段差

ズレ

表示法

【単位:mm】

欠損

開き

断面修復工

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

補修図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

コンクリートはつり
t=10cm 

コンクリートはつり
t=10cm 

1500

5
5
0

1
5
0
0

1100

5
5
0

100

1200

5
0
0

欠損
500×1500×1100

5
0
0 5
5
0

1
2
9
4

6
0
0

1
2
7
5

200

1100



2-2 西防波堤

3
R

3
L

2
-
1
L

2
-
1
R

2
-2
L

2
-2
R

R7T3U1
H=2.430

9EP

10BP

10NO.1

10EP

1
0
路
線

2-1 西防波堤

2-2 防波堤

1
1
 
物
揚
場

15
船
揚
場

消波工

係船柱

As

0.0

0.0

B-U-4

B-U-1

3
.7
0

3 護岸

ap eo

港内側

港外側

平面図 S=1:100

0.70

0
.7
0

9.12

90
°

+0.94

8.42 3
.0
0

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

0
.5
0

水中コンクリート

5.00

4.12

7.83

0.93 8.76

2
.0
0

4
.4
0

8.15

0
.7
9

0.65



テトラポット

DL=-5.00

FH= 

　L= 48.814

2-2L

GH=  2.44

測
量
法
線

0.70

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

M.L.W.L. +0.10

+0.94

-0.66

0
.
8
0

0
.
8
0

差筋D13@1.00m
L=500

上段ブロック
H800×B550

下段ブロック
H800×B550

水中コンクリート
0.50

1
.
6
0

　各種工種の数量に増減が生じることに留意すること。
・概算数量は標準断面×腹付範囲延長で算出しているため、実施設計においては

＜留意事項＞

・本施設で計上する床掘の概算数量は、本施設を築造するにあたり必要最小限の範囲とする。

・残置型枠の諸元については、暫定のものであるため実施設計の際には
　メーカーヒアリング等を実施すること。

・当該施設の本体工下端は欠損・洗掘を生じている。そのため、最下段における
　セパレータや大型土嚢の設置については、現地にて調整が必要であることに留意すること。

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

標準断面図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

標準断面図 S=1:50
2-2 西防波堤

港外側 港内側港外側 港内側

1.20
捨石本均し



展開図 S=1:50
2-2 西防波堤

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

計画水深-1.50

90°

4.400.700.707.83

2-2 西防波堤2-1 西防波堤

水中コンクリート

+1.04

M.L.W.L. +0.10

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

展開図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

-0.16

3.00

0.93

8.42

0.790.65

3.709.12

5.00 4.12

H800×B550×L4120：2段(2個)H800×B550×L5000：2段(2個) H800×B550×L3700：2段(2個)

0
.
8
0

0
.
8
0

+0.94

-0.66



補修図 S=1:100
2-2 西防波堤

平面図

港外側

2-2 西防波堤

89502-1 西防波堤

港内側

港内側側面図

2-2 西防波堤

89502-1 西防波堤

欠損
2000×500×500

欠損
500×350×500欠損

900×500×300

補修工 数量表

補修

1

2

3

4

5

損傷名

欠損

欠損

欠損

詳細

900×500×250

2000×500×500

10000×400×900

500×500×350

3000×400×900

対策工法

(1施設当り)

備 考番号

本体工拡幅

KEY PLAN

凡 例

損傷名

ひびわれ

うき・剥離

段差

ズレ

表示法

【単位:mm】

欠損

開き

既設上部工撤去

本体工拡幅

3
0
0
0

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

補修図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

欠損

欠損

3000×400×900

10000×400×900

欠損

欠損 本体工拡幅

本体工拡幅

本体工拡幅

本体工拡幅

欠損
500×350×500



1東防波堤

16
船
揚
場

礫

0.0

ap eo

港内側

港外側

平面図 S=1:100

9
護
岸

13
物
揚
場

0.70

0
.
7
0

7.06

91°

1 東防波堤　L=24.44m

+1.85

場所打ちコンクリート

4
.
7
2

6.30

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

+0.95

0
.
5
0

水中コンクリート

5
.
4
2

0.50

2
.
7
1

2
.
7
1

2.06 5.00

H800×B550×L2060：3段(3個)

H800×B550×L5000：3段(3個)

H800×B550×L2710：3段(6個)

5
.
2
2

6.86



展開図 S=1:50
1 東防波堤

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

5.42

6.30

1 東防波堤　L＝24.44m

4.72 0.70 0.76

想定地盤線

+1.85

+3.05

7.06

-1.45

16 船揚場

場所打ちコンクリート

水中コンクリート

M.L.W.L. +0.10

+0.95

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

展開図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

91°

5.002.062.712.71

H800×B550×L2710：3段(6個) H800×B550×L2060：3段(3個) H800×B550×L5000：3段(3個)



テトラポット

DL=-5.00

FH= 

　L= 90.725

1L

GH=  3.04

測
量
法
線

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

計画水深-1.50

港外側 港内側

0.70

2.45 0.64 1.66

4.75

+1.85

場所打ちコンクリート

-1.45

+3.05

水中コンクリート
埋戻コンクリート

標準断面図 S=1:50
1 東防波堤

+0.95

M.L.W.L. +0.10

床掘

0.70 0.50

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

標準断面図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

　各種工種の数量に増減が生じることに留意すること。
・概算数量は標準断面×腹付範囲延長で算出しているため、実施設計においては

＜留意事項＞

・本施設で計上する床掘の概算数量は、本施設を築造するにあたり必要最小限の範囲とする。

・残置型枠の諸元については、暫定のものであるため実施設計の際には
　メーカーヒアリング等を実施すること。

2
.
4
0

0
.
9
0

0
.
4
5

0
.
4
5

0.20
0.50

下段ブロック
H800×B550

中段ブロック

上段ブロック

H800×B550

H800×B550

差筋D13@1.00m
L=500

差筋D13@1.00m
L=600



補修図

平面図

S=1:100
1 東防波堤

KEY PLAN

7000 6800 10845
1スパン 2スパン 3スパン

港外側

港内側

港内側側面図

1 東防波堤 24645 9 護岸

欠損
4800×1800×200

欠損
6300×1800×200

4
8
0
0

2
4
5
9

6
0
0

1
7
4
1

1スパン 2スパン 3スパン

1 東防波堤 9 護岸

上
部

工
4
8
0
0

補修工 数量表

補修

1

2

損傷名

欠損

欠損

詳細

4800×1800×200

1000×700×200

対策工法

(1施設当り)

備 考番号

本体工拡幅

（先端部）

本体工拡幅

（先端側）

凡 例

損傷名

ひびわれ

うき・剥離

段差

ズレ

表示法

【単位:mm】

欠損

開き

既設上部工撤去

その他

本体工拡幅

2
4
5
9

6
0
0

1
7
4
1

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

補修図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

欠損

欠損

1000×700×200

1000×700×200
6300

3 欠損 1000×700×200
本体工拡幅

（港内側）

4 欠損 6300×1800×200
本体工拡幅

（港内側）



12 物揚場

8
B
P

8
N
O
.
1

8
N
O
.
2

8
N
O
.
3

8
E
P

9B
P

9
NO
.
19I
P1

9N
O.
2

8路線

12 物揚場

係船環

co

As

0.0

apeo

港内側

港外側

平面図 S=1:100

+1.60

0
.
5
0

1
.
0
0

1
.
0
0

0
.
5
0

1
.
0
0

0
.
5
0

4.
10

7.
40

11
.
5
0

0.50

前出し L=31.77m

1
.
5
0

15 船揚場

場所打ちコンクリート

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

9
.
1
4

エプロン舗装
t=20cm

7
.
6
4

31.15

1
.
5
0

30.63

5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 1.77



12 物揚場

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

計画水深-1.50

縦断図 S=1:100

DL=-10.00

0.00

10.00

地 盤 高

追加距離

単 距 離

測    点

計 画 高

8
B
P

0
.
0
0

0
.
0
0

1
.
7
0

1:100

1
:
1
0
0

1
.
6
0

8
N
O
.
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1
0
.
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0

1
0
.
0
0

1
.
7
6

8
N
O
.
3

3
0
.
0
0

1
.
7
6

8
N
O
.
2

2
0
.
0
0

1
.
7
5

8
E
P

3
1
.
7
9

1
.
7
6

1
0
.
0
0

1
0
.
0
0

1
.
7
9

12 物揚場15 船揚場

1
.
6
0

1
.
6
0

1
.
6
0

1
.
6
0

+1.60

-2.30

水中コンクリート

場所打ちコンクリート

排水部

前出し L=31.77m

+0.70

M.L.W.L. +0.10

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

縦断図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 3.38 3.39

H1000×B550×L5000：3段(15個) H1000×B550×L3380：3段(6個)



標準断面図

8NO.1

S=1:50
12 物揚場

0.50 1.00

+1.60

+0.70

-1.38

-2.30

0.50 0.60 0.55

  L= 10.000
GH=  1.76
FH= 

DL=-5.00

CO

CO CO
CO

目地

計画水深-1.50

目地

目地 目地 目地

埋戻コンクリート

海側 陸側

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

床掘

既設構造物

1:0.5 1:
0.
5

測
量
法
線

1.50 1.89

砕石

コンクリート舗装 t=200

砕石 t=300
場所打ちコンクリート

M.L.W.L. +0.10

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

標準断面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

2
.
3
0

0
.
9
0

3
.
0
0

0.80

　各種工種の数量に増減が生じることに留意すること。
・概算数量は標準断面×腹付範囲延長で算出しているため、実施設計においては

＜留意事項＞

・本施設で計上する床掘の概算数量は、本施設を築造するにあたり必要最小限の範囲とする。

・残置型枠の諸元については、暫定のものであるため実施設計の際には
　メーカーヒアリング等を実施すること。

0.20
0.30

・係船環の詳細な配置の判断は実施設計時に行うため
　付属設備の数量を変更する可能性があることに留意すること。

エプロン打替え

0.94

下段ブロック
H1000×B550

中段ブロック

上段ブロック

H1000×B550

H1000×B550

水中コンクリート

0
.
2
8

0
.
2
8

0
.
2
8

0
.
2
8

0
.
2
8

0
.
2
8

0
.
2
8

0.35

砕石

防砂シート



補修図 S=1:100
12 物揚場

KEY PLAN
補修工 数量表

補修

1

2

3

4

5

6

7

8

9

損傷名 詳細 対策工法

(1施設当り)

備 考番号

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

11.80 10.10 8.10

12 物揚場

3000015 船揚場 7 護岸
1スパン 2スパン 3スパン

海側側面図

平面図

段差
H=50

段差
H=40

段差
H=10

欠損
1000×500×80

ひびわれ
L=800,B=2.0mm

開き
W=15

段差
H=15
開き
W=20

ひびわれ
L=350,B=10.0mm

ひびわれ
L=400,B=10.0mm

ひびわれ
L=600,B=3.0mm

ひびわれ
L=750,B=5.0mm

欠損
300×300×50

欠損
600×400×100

欠損
450×300×100

欠損
2300×600×100

摩耗,欠損
9500×800×300

摩耗,欠損
10100×550×150

摩耗,欠損
8100×1100×150

ひびわれ
L=300,B=2.0mm

ひびわれ
L=450,B=3.0mm

欠損
500×200×100

ひびわれ
L=300,B=2.0mm
ひびわれ
L=300,B=3.0mm

ひびわれ
L=300,B=2.0mm
ひびわれ
L=300,B=2.0mm

ひびわれ
L=300,B=5.0mm

ひびわれ
L=450,B=2.0mm

ひびわれ
L=300,B=1.5mm

ひびわれ
L=300,B=1.0mm

ひびわれ
L=300,B=2.0mm

ひびわれ
L=450,B=3.0mm

摩耗,欠損 8100×1100×150 前出し

摩耗,欠損 10100×550×150

ひびわれ L=300,B=2.0mm

ひびわれ L=450,B=3.0mm

ひびわれ L=300,B=1.0mm

摩耗,欠損 9500×800×300

欠損 2300×600×100

欠損 500×200×100

ひびわれ L=350,B=10.0mm

ひびわれ L=400,B=10.0mm

ひびわれ L=600,B=3.0mm

ひびわれ L=300,B=1.5mm

ひびわれ L=450,B=2.0mm

前出し

前出し

前出し

前出し

前出し

前出し

前出し

前出し

前出し

前出し

前出し

前出し

海側

陸側

凡 例

損傷名

ひびわれ

うき・剥離

段差

ズレ

表示法

【単位:mm】

欠損

開き

エプロン撤去

その他

対策範囲

欠損 1000×500×80 側溝撤去

段差 H=40 側溝撤去

段差 H=50 側溝撤去

段差 H=15

開き W=20

開き W=15

段差 H=10

エプロン

部分打換え

エプロン

部分打換え

エプロン

部分打換え

エプロン

部分打換え

ひびわれ L=800,B=2.0mm
エプロン

部分打換え

ひびわれ L=300,B=2.0mm

ひびわれ L=300,B=3.0mm

ひびわれ L=300,B=2.0mm

ひびわれ L=300,B=2.0mm

ひびわれ L=300,B=5.0mm

前出し

前出し

前出し

前出し

前出し

欠損 600×400×100

欠損 450×300×100

前出し

前出し

ひびわれ L=750,B=5.0mm 前出し

ひびわれ L=450,B=3.0mm 前出し

欠損 300×300×50 前出し

ひびわれ L=300,B=2.0mm 前出し

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

補修図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

①

②

③

④

⑤

係船環No 流用可否

不可

可

可

不可

可

開き(W=25）

ひびわれ(L=1800,B=2.0）

① ②

③ ④ ⑤

33

34

ひびわれ L=800,B=2.0mm
エプロン

部分打換え

開き
エプロン

部分打換え
W=25 付帯工番号凡例

係船環 ①

4
.
0
7

9.42



13 物揚場

U3
00

T4U3

6BP

6NO.0+3.900

6EP

7
B
P

7
N
O
.
1

7
N
O
.
2

7
E
P

7路線

13 物揚場16 船揚場

消波工

As

co

礫

20-2 臨港道路

1
東
防
波
堤

9
護

岸

a
p
e
o

港内側

港外側

平面図 S=1:100

+1.20

1
.
4
8

1
.
9
5

※標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

27.10

3
.6
7

0.43

26.56

1
.0
21
.5
3

25.81

3
.4
7

3.80

1.
03

5.005.005.005.005.002.10

H1000×B550×L5000：3段(15個)H1000×B550×L2100：3段(3個)



計画水深-1.50

標準断面図

7NO.2

S=1:50
13 物揚場

+1.20

測量
法
線

既
設
物
揚場

法線

新設
物
揚
場
法
線

  L= 20.000
GH=  1.60
FH= 

海側 陸側

H.W.L.  +0.60

L.W.L. ±0.00

+0.70

-1.40

-2.30

-1.43

+1.57

7.10%

0.30

0
.
3
00
.
5
09.59%

1.400.50

0.50 0.60

1:0.5 1:
0.
5

0.203.100.491.000.50

5.29

既設護岸部分撤去

目地

目地

目地
目地

CO
CO

上部コンクリート

床掘

目地

埋戻しコンクリート

既設構造物

DL=-5.00

砕石

コンクリート舗装 t=200

砕石 t=300

0
.
5
0

2
.
9
0

0.56

掘削

M.L.W.L. +0.10

・側壁の詳細形状や根入れ長は台帳に記載がなく、不明であるため、想定図である。

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

標準断面図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

1
.
5
9

0.30

1
.
5
2

0.30

側壁復旧断面図

側壁撤去断面図

目地
目地目地CO

CO

CO

計画水深-1.50

0.46

0.28

0.95 3.21

1.49

1.70

水中不分離性コンクリート工

D.L.-0.40

1
.
5
9

側
壁

撤
去

平
均
高

1
.
5
2

側
壁

復
旧

平
均
高

H.W.L.  +0.60

L.W.L. ±0.00 M.L.W.L. +0.10

+0.60

-2.10

13
物
揚
場
新
設
法線

新
設
船
揚
場
法
線

既
設
船
揚
場
法
線

測量
法
線

既設側壁撤去

側壁復旧

6EP

FH= 

　L=  7.881
GH= -0.24

　そのため、現地にて、側壁撤去時に形状や根入れ深さを確認し、調整を図る必要があることに留意。

　各種工種の数量に増減が生じることに留意すること。
・概算数量は標準断面×腹付範囲延長で算出しているため、実施設計においては

＜留意事項＞

・本施設で計上する床掘の概算数量は、本施設を築造するにあたり必要最小限の範囲とする。

・残置型枠の諸元については、暫定のものであるため実施設計の際には
　メーカーヒアリング等を実施すること。

・係船環の詳細な配置の判断は実施設計時に行うため
　付属設備の数量を変更する可能性があることに留意すること。

2
.
1
3

3.05

0.78

0.76

1
:0
.3

1
:0
.
3

1:
1.
5

床掘

既設舗装

既設路盤

t=20cm

t=30cm

1:
1.
5

0.50

0.52

裏込石

コンクリート舗装

基礎砕石

t=20cm

t=30cm

4.61

海側 陸側

3
.
0
0下段ブロック
H1000×B550

中段ブロック

上段ブロック

H1000×B550

H1000×B550

差筋D13@1.00m
L=500

0
.
3
0

0
.
3
0

0
.
3
0

0
.
3
0

0
.
3
0

0
.
3
0

0.40



27100

1スパン

欠損(1100×250×120）

ひびわれ(L=500,B=1.5）

ひびわれ(L=500,B=2.0）

ひびわれ(L=500,B=20.0）

段差(H=65）

開き(W=95）
開き(W=45）

ひびわれ(L=200,B=10.0）

ひびわれ(L=200,B=5.0）

ひびわれ(L=200,B=5.0）ひびわれ(L=200,B=1.0）段差(H=35） 段差(H=40）

段差(H=40）

ひびわれ(L=500,B=10.0）

ひびわれ(L=500,B=2.0）

ひびわれ(L=500,B=5.0）

開き(W=40）

欠損(800×700×1300）

欠損(3000×1900×600）

開き(W=30）

段差(H=60）段差(H=65） ひびわれ(L=500,B=3.0）

段差(H=80）

ひびわれ(L=500,B=5.0）

段差(H=110）

ひびわれ(L=500,B=10.0）

うき・剥離(400×200×40）

占有物

段差(H=90）

位置図 nonscale

16 船揚場

平面図

海側側面図

海側

陸側

ひびわれ(L=500,B=20.0）

欠損(3800×1900×500）

① ②③④ ⑤ ⑥⑦⑧ ⑨ ⑩ ⑫⑬⑪ ⑭ ⑮⑯ ⑰

付帯工番号凡例

係船環 ①

補修図 S=1:100
13 物揚場

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

補修図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

①

②

③

④

⑤

係船環No 流用可否

不可

不可

⑥

⑦ 不可

⑧ 可

⑨ 不可

⑩ 可

⑪ 可

⑫ 不可

⑬ 可

⑭ 不可

⑮ 可

⑯ 可

⑰ 不可

不可

不可

不可

不可

凡 例

損傷名

ひびわれ

うき・剥離

段差

ズレ

表示法

その他

腐　　食

【単位:mm】

欠損

開き



15 船揚場

ヒューム管
Φ300
行先不明

T4U1

T4U2

8BP

9B
P

9N
O.
1

9I
P1

9N
O
.
2

9
NO
.
3

9I
P29N

O.
4

9I
P3

9N
O.
5

9N
O.
6

9N
O.
7

9I
P4

9EP

10B
P

10N
O.1

9路線

15 船揚場

係船環

As

As

B-U-5

B-U-1

11
物

揚
場

ap e
o

12
 物

揚
場

平面図 S=1:100

海側

陸側

1
.00

8
.29

10.
5
0

1.
00

8.
29

10
.5
0

1.
00

8.
29

10
.5
0

1.
00

8.
2910
.5
0

1.00

8.29
10.50

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

※標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

1:
6.
0

1:
6.
0

1:
6.
0

1:6.0

1:6.0

舗装止

舗装止

舗装止

舗装止

舗装止

プレキャスト前壁

158°

156°

15
6°

調整コンクリート
t=30cm

調整コンクリート
t=30cm

調整コンクリート
t=30cm

調整コンクリート
t=30cm

調整コンクリート
t=30cm

調整コンクリート

プレキャスト舗装版
t=30cm

プレキャスト側壁

プレキャスト側壁

-0.80

2.77

1.
00

1.01

0.20

1
.0
1

0.2
0

1.
01

0.
20

1.
01

0.
20

1.
01

0.
20



目地

目地

目地 亀裂

亀裂

目地

CO

CO

CO

CO

DL=-5.00

FH= 

　L= 20.000

9NO.2

GH=  0.96

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

計画水深-1.50

測
量
法
線

海側陸側

既
設
船
揚
場法

線

新
設
船揚

場
法
線

2.63

3@2.80=8.40

0.20

10.50

7.87

1.00 0.50

1:0.5

0.50
割栗石(1)

防砂シート(2)

プレキャスト前壁

プレキャスト舗装版
t=30cm

舗装止

既設舗装止撤去

既設前壁部分撤去

標準断面図 S=1:50
15 物揚場

調整コンクリート
t=30cm

割栗石(2)

1.65

0.75

防砂シート(1)

1:6.0

2.00

-0.80
基礎砕石

床掘

掘削

M.L.W.L. +0.10

注)標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

標準断面図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

0
.
2
0

1.01

-2.00

1.008.29

1.00

0.88

5.82

1.04

0
.
7
0

0
.
8
7



16 船揚場

13 物揚場
16 船揚場

1
東
防
波
堤

消波工

As

co

礫

20-2 臨港道路

1.50

9
 護

岸

a
p

e
o

港内側

港外側

平面図 S=1:100

舗装版部分撤去・復旧
A=1.80m2

※標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

平面図

S=1:100

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

1
.
7
0

9.91



海側陸側

標準断面図 S=1:50
16 船揚場

注)標高値はCDL値（T.P.+0.09m）

目地

目地 目地

目地

CO

CO

CO

DL=-5.00

FH= 

　L=  3.900

6NO.0+3.9

GH= -0.46

測
量
法
線既

設
船
揚
場法

線

L.W.L. ±0.00

H.W.L.  +0.60

計画水深-1.50

1:0.5 -2.10

-0.60

-2.20

新
設
船揚

場
法
線

床掘

M.L.W.L. +0.10

工事名

図面名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 /

漁港災害復旧事業 測量設計業務その２

標準断面図

S=1:50

令和 8年 3月 31日

輪島市 産業部 農林水産課

令和６年度（令和６年災）

水中不分離性コンクリート

漏えい防止シート

新
設
13
物揚

場
法線

0.50

1.70

1
.
5
0

コンクリートはつり
t=10cm

型枠

1.640
.
3
8

1.49


